「おれの 隣へ 来たの は騮 八の 野郎 か、 それと は 知らな 

かった、 口惜しい」 

道 庵 先生 は、 それと 知った 時に 歯嚙み をした けれど、 

もう 追附 きません。 

その 妾宅が 出来 上る と 盛んなる 披露の 式が ありまし 

た。 集まる 者、 朝野の 名流と いう ほどで もなかつ たけ 

れど、 多種多様の 人が 集まって、 万歳の 声が 湧く よう 

でありました。 それ を 聞いて 道 庵 先生 は、 火の ように 

怒って しまいました。 その後 とても、 毎日 毎日、 鰯 八 

大尽の 妾宅へ 詰め かける 朝野の 名流 (？) は 少ない 数 

ではありませんでした。 その 門前の 賑やかな こと は 長 



の 門 を 叩きました。 

この 時に、 道 庵 先生の 門 を 叩いた 家の子郎党 たちが 

心得の ある 人であった ならば、 相手が なにしろ 道 庵 先 

生 だとい うこと を 腹に 置いて かかる の だけれ ど、 不幸 

にして その 連中 は、 それだけの 心得 も 腹 もない 連中が、 

あ 41- て 

狼狽て 龃 けつけ たもんだ から、 餾八 大尽の ために も、 

もたら 

道 庵 先生の ために も、 悪い 結果 を齎 すと いう こと を 

夢にも 予想 はしませんでした。 

「今晩は、 今晩は」 

大尽の 家の子郎党 は、 傾き かかった 道 庵 先生の 家の 

門 を、 荒々 しく 叩きました。 



い 草であります。 失礼 は あとでと りなして 上げる とい 

うの は、 いったい 誰に 向って 言った のだろう と、 道 庵 

そそ つ 

先生 も 少しく 面 喰って、 世に は 粗忽 かしい 奴 も ある も 

の だ、 頼まれる 方へ 向って すべき 挨拶 を、 頼む 方から 

てんと-つ 

してし ま つてい る、 急病で 気が 顛倒して いると は 言い 

ながら、 おかしな 奴等 だと 道 庵 先生 は、 腹の 中で おか 

しがって いました。 

道 庵 先生に も 解せなかった ように、 取次の 国 公に も 

解せなかった から、 眼 を パチパチして、 

「いったい、 どちらから おいでな すつ たんで ございま 

す」 



その 辺の 注意が 行 届かなかった から、 こういう ことに 

なった の は 返す返す も 残念であ りました。 

きちが 

「こり や 気 狂いだ」 

長居 をして はどうい う 目に 逢う か 知れない と 思 つ て 

まう ほう て 、-- 

あわてふためいて 這々 の 体で、 使者の 連中 は 逃げ帰つ 

てし まいました。 

こうして 彼等 を 追い返した けれども、 道 庵 先生の 余 

憤 はま だ 冷めない のであります。 寝巻の ままで 庭へ 飛 

び 下りました。 庭へ 飛び下りて 用心 梯子まで 来る と、 

それへ 足 を かけて、 みるみる 屋根の 上へ 登って しまい 

ました。 雇人の 国 公 は、 先生と して 斯様な 挙動 はあり 



r 貧乏 医者 でございます、 貧乏な 上に 気違い 同様な 奴 

でございます」 

一 怪しからん、 ナゼ 早く 買いつ ぶして 立 退かせな いの 

だ」 

「それが どうも 」 

大尽の 御機嫌が 斜めにな るの を、 附 添の 者 は ハラ ハ 

ラ して いると、 

あんばい 

「餾 八、 病気 は どんな 塩梅 だ、 ちっと は 落着いた かい」 

屋根の 上で こういう 大きな 声が しました。 

「怪しからん」 

「騮 公」 



でも 危ね えもの だ、 けれども、 おれに はおれで お 手前 

物の 毒 というものがある、 いろいろの 毒 を 調合して 飲 

ませて、 恨み を 晴らす から 覚悟 をし ろ」 

, J の 道 庵 先生 の 露骨に して 無遠慮なる 暴言 は、 あた 

リ 近所に 鳴り はためく ほどの 大きな 声で 怒鳴 リ 散らさ 

れ ました。 

先生 は、 それで 漸く、 いくらかの 溜飲 を 下げて、 屋 

根の 上から おりて 来ました けれど、 騮八 大尽 は 言う ば 

かりなき 不快 を 感じて、 病気 も 忘れて 荒々 しく 寝床 を 

立って、 雨戸 を 押し 開いて 欄干から 外の 闇 を 睨みつ け 

ました けれど、 その 時分に は 道 庵 先生 は、 もう 屋根 か 



て 急 ごしら えに かかる 櫓と は 比較に なりません。 そん 

な こと をして 張り合おう とする 道 庵の 愚劣 を 笑つ て い 

ま ^9 

或る日の こと、 大尽の 家の 高楼で は、 大広間 を 開放 

して、 例の 美人 連に 合奏 を させ、 出入りの 客 を 盛んに 

集めて、 大 陽気で 浮れ はじめた の を 道 庵が 見て、 外へ 

飛び出しました。 

まもなく 道 庵が 帰って来た 時分に は、 その 背後に 二 

十 人ば かりの 見慣れない 男 を つれて 来ました。 それ は 

年 をと つたの も あれば、 若 いのも あり、 背の 高 いのも 

あれば、 低 いのも ありました。 道 庵 はこの 二十 人ば か 



ついに 大きな 園遊会 を 開いて、 道 庵 を 圧倒す るの 計画 

が 出来 上りました。 

その 計画 は、 さすがに 大きな もので ありました。 天 

下の 富豪た る騮八 大尽が、 費用 を 惜しまず にやる ， J と 

ですから、 トテモ 十八 文の 道 庵な どが 比較になる もの 

ではありません。 

その 園遊会の 余興と して は、 決して 馬鹿 囉子 のよう 

な もの を 選びませんでした。 その 頃の 名流 を択 りす 

ぐった 各種の 演芸の 粋 を 抜いて 番組 を こしらえました。 

また 主人 や 出入りの 者 もお のおの 腕に 撚りを かけて、 

その 隠し芸 を 発揮しょう という ことで ありました。 そ 



れを 無料 見よう などと いうの はいかに もさ もし いこと 

であります。 

しかし、 江戸つ 児に も、 そうさ もしい ものば かり は 

ありませんでした。 場代が 高い と 言つ てし りごみ をし 

て、 この 珍しい もの を 見ないで 帰る の は、 たしかに 江 

こけん さわ リき 

戸 つ 児の 沽券に 触る と 力み 出す ものが 多く ありました _ 

江戸 つ 児 の 腹 を 見ら れ て 朝鮮人に 笑われ て も 詰ら ね え 

と、 国際的に 気前 を 見せる 者 も ありました。 それが た 

めに、 いったん 二の足を踏 みかけた 見物が、 みすみす 

目玉の 飛び出る ほど 高い 場代 を 払って 門の 中へ 入り込 

むと、 人気と いう もの はお かしな もので、 ついに は 我 



も 我 もと 先 を 争 つ て 切符 を 買うよう な 景気に な つ て、 

門 内へ なだれ 込みます。 

さすがに 騮八 大尽 の する こと は、 ， J んな 些細な f J と 

まで も 違った ものであります。 道 庵な ど は、 貧乏人の 

みぜに 

くせに 身銭 を 切って 馬鹿 囉子を 雇い、 家業 を そっちの 

けにして 騒いで いるのに、 大尽 は大 評判 を 立てた 上に、 

そろばん 

こんな ことで も 充分に 算盤 を 取れる ようにす るの だか 

ら、 どのみ ち 相撲に はな りませんでした。 しかし、 こ 

れは騮 八が 豪い というよりも、 ぉ附の 作者 や 狂言 方の 

仕組みが 上手な ので、 それが ために 一段と、 大尽の 器 

量 を 上げた と 言った 方が いいの かも 知れません。 



と を こんな ふうに 書いて あります。 

r 是 より 先、 米価 次第に 沸騰して、 既に 大阪市 中に 

つき その ひかせ 

て は 小売の 白米 一 升に 付 銭 七 百 文に 至れば、 其 日 稼 

ぎの 貧民 等 は 又 如何と も詮 術な く 殆ど 飢餓に 及ばん 

とする にぞ、 九条村 且つ 難 波 村な ど 所々 に 多人数 寄 

つき ごめ や 

リ 集まり 不穏の 事 を 談合して、 初めは 巿 中の 搗 米屋 

ねやす 

に 至り 低価に 米 を 売るべし とて、 僅の 銭 を 投げ出し 

店に 積みた る 白米 を 理不尽に 持 行く も あり、 或は 代 

価 も 置かず して 俵 を 奪 ひ 去る も あれ ど 多人数なる 故 

こめ あきうど ささ かく 

米 商 客 も 之 を 支 ゆる 事 を 得ず、 斯の 如くに 横行して 

大阪 中の 搗 米屋へ 至らぬ 隈 もなかり しが、 果 はます 



かし いのは 今に 始まった ことで はない けれど、 今日は 

眼の 色が 変って る だけに、 それから 貧窮 組の 騒ぎが 納 

まって 間 もない 時で ある だけに、 そこに 集まる 親爺 連 

の 胸 を 騒がせて、 

「どうな すった」 

り-ね ひこ ごうかん もの 

種 彦の合 巻物 を 読んで いた 親爺 も、 碁と 将棋 をち や 

ん ぼんに やって いた 親爺 も、 それの 岡目 をして いた 親 

爺 も、 昼寝 をして いた 親爺 も、 そこに 集まる 親爺と い 

う 親爺が、 みんな 下駄屋の 親爺の 大変 だとい う 一 声で 

驚かされました。 

一体、 ここへ 集まる 親爺 連 は、 かなりい い 気な もの 



此者 共、 めいめい 世界中 名高き 巨万の 分限に ありな 

がら、 足る こと を 知らず、 強慾 非道 限り無き 者 共、 

身分の 程 を 顧みず 報国 は 成らず とも、 皇国の 疲労に 

相 成らざる やう 心掛 くべ き 所、 開港 以来 諸 品 高価の 

うちに は、 糸 類 は 未曾有の 沸騰に 乗じ、 諸国 糸 商人 

共へ 相場 状に て 相 進め、 頻りに 横 浜 表へ 積 出させ 候 

こ うぢき 

にっき、 糸 類 悉く 払底、 高直に 成り行き 万民の 難渋 

少 からず、 畢竟 此者共 荷 高に 応じ、 広大の 口銭 を 貪 

り 取り 候 慾 情より 事 起り、 皇国の 疲労 を 引出し、 

f 己の 利に 迷 ひ、 他の 難渋 を 顧みず、 不 直の 所業 は 



駒 井能 登 守 去って 以来の 甲府 は、 神 尾 主 膳の 得意の 

時と なりました。 けれども その 得意 は、 あまり 寝 ざめ 

のよ い 得意ではありませんでした。 心 ある 人 は 主 膳の 

つま はじ 

得意 を 爪弾きして いました。 主 膳 自ら もこの ごろ は、 

酒に 耽る ことが 一層 甚だしく なって、 酒乱の 度 も 追々 

嵩 じて くるので あります。 酒乱の 後に は、 二日 も 三日 

も 病気に な つ て 寝る ような ことがあります。 

主 膳 は 執念深く も、 能 登 守が お 君と いう 女 を どのよ 

うに 処分す るか を 注目し、 手 討に したと いう 評判 を 聞 

いた 後 も、 その 注目 を ゆるめる ことなく、 そのの ち 向 

岳 寺に、 見 S れぬ 尼が 送り届けられ ている という こと 



を 聞いて、 途中で その 女 を 奪い取らせようと しました _ 

お 松が 神 尾の 屋敷 を 脱け 出した の は、 その 間の こと 

でありました。 向 岳 寺から 出た 乗物 を 奪わせようと 

計った ことが、 さんざんの 失敗に 終った という 報告 も 

もたら 

同時に 齎 された が、 主 膳が それと 聞いて 何とも 言わ 

ずに 苦笑いして、 寝込んで しまったの も その 時分の こ 

とです。 

甲府 城内の 暗闘と か 勢力 争いと かいう こと は、 それ 

で 一 段落に なりました。 

別家に いるお 絹と いう 女に とっても、 このごろ は 同 

す さ 

様に 荒んだ 有様が ありあ リと 見えます。 出入りの 誰彼 



ならぬ 時分に、 こんな 思慮 を 定めた こと は 不幸で あり 
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「金が 欲しい、 お金が 欲しい」 

お 絹 は 痛切に そのこと を 考えました。 それが お 絹 を 

して 一 層、 勝負事に 焼けつ くように させて しまい まし 

た。 

ところが、 そんな 場合に おける 勝負 運 は 皮肉な もの 

ちせ 

で、 勝ちたい と 思えば 思う ほど 負け、 焦れば 焦る ほど 

喰い 違って ゆく のであります。 お 絹 は 身の 廻りの、 ほ 

とん ど 総ての 物 を 失って しまいました。 借りる だけの 

IS 闬の ある 金 は 借り II ^してし まいました。 



おて っぽうた まぐ すりした ぶ * きょう 

御 鉄砲玉 薬 下 奉行 の 小林祐 三、 ほかに 俗事 役が 三人と、 

しゃみつ がく 

そのころ 算術と 舎密 学に 通じていた 貝塚 道 次郎と いう 

ものが、 手伝いに 出勤す る ことと なりました。 

オランダ 

注文の 火薬 製造 機械 は、 和 蘭の アムステルダムから 

帆前船に 積み込まれ たという 通知 も ありました。 

頭取 を はじめ 役人た ち は 扇屋を 宿と 定めて いた けれ 

ど、 工事の 場所に は 作 事 小屋が あって、 そこに 絶えず 

宿直して いる 役人ら しい 者が あります。 

その 小屋の 一室へ は、 武田斐 三郎ゃ 貝塚 道 次 郎らが 

なんぴと 

出入りす るの みで、 他に 何人も 出入りす る こと を 許さ 

れ ませんで した。 それ は、 人に 知られて はならない 火 



て も、 西の方に 起る 大きな 新 勢力に 対する 用意の 一 つ 

である こと は 申す まで もありません。 王政 維新 を 叫ぶ 

西の方の 諸 藩の 人に とって、 この 火薬 製造所の 計画が、 

尋常 の ものと して 見過) J されな いのは 当然であります。 

ぎんみ 

この 工事に 入って いる 土方 や 人足に も、 相当の 吟味 

をして 入れなければ ならない はずな のが、 どうした も 

のか、 少なくとも、 たった 一人 だけ 穏か でない 人足 を 

入れて ある こと は、 役人た ちの 大きな 手落ちと 言おう 

すじょう たく 

か、 それとも その 一 人が 変装と 素性 を 隠す ことの 巧み 

なた めと 言おう か、 とにかく、 その 土 を 担いだり、 石 

を 運んだり する 人足のう ちに、 気をつけて 見れば、 そ 



その都度、 右の 労働者 は、 役人 や 仲間の ものの 気の 

つかない うちに、 家の 建前と 機械 類の 構造 を 注意す る 

^ J と は 驚く ベ き 熱心 さ でありました。 熱心 でそう して 

機敏で ありました。 人に 気取られよう とする 時 は、 何 

かに 紛ら かして、 なにく わぬ 面 をして いる 澄まし 方な 

ど は、 そのつ もりで 見れば 驚くべき 巧妙 さであります。 

夜に なって 人の 寝静まった 時分に は、 それらの 見取 

図 を 頭の 中から 吐き出して 紙に 写して いる こと も、 誰 

にも 知られないで 進んで 行きました。 紙に 写した 見取 

図 は、 工夫 部屋の 縁の下 を 掘って 埋めて おく こと も、 

誰に も 見つけられないで 納まって 行きました。 埋めて 



「それよりも 宇津木、 君 こそ この 夜中に どこへ 行った 

のじ や」 

「ツイ そ， J まで」 

「ツイ そ， J と は？」 

しり" ひと 

「近いと ころに 知人が あって」 

「近いと ころと は？」 

「それ は、 あの …… 」 

「いや、 隠す に は 及ばない、 君が 今 あの 火薬の 製造所 

から 出て 来たと ころ を 見かけて、 拙者 は 後 をつ けて 来 

たの だ」 

「ェ ェ！ それで は 見つかつ たか。 しかし、 余人なら 



載せる 大砲よ、 なるべく 大 口径に して、 遠距離に 達す 

るよう に 苦心して いる。 それと 大砲 を 据え 付く る 場所 

じ や、 ここの プ ー フに 装置す るの が 最もよ かろうと 思 

われる、 船体の 釣合 上、 大砲が 大き 過ぎても 困る、 と 

言って 従来の 例 を 追う の も 愚かな こと、 火薬と 瓦斯の 

抵抗が どのぐ らいまで 全体の 平均に 及ぼす か、 それ を 

実地に 計って みたい と 苦心して いる」 

駒 井 甚三郎 は、 こんな ふうに 説明しながら、 いま 

秤 台に かけて いた 細長い 形の よい 玉 を 取って、 卓子 

の 上から 南条の 方に 突き出しました。 

「なるほど I 



南条は その 船体 を 見る ことが、 いよいよ 熱心で ぁリ 
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「どうも、 こうして 調べて 実地に 当って 見れば 見る ほ 

ど、 我ながら 知識の 足らない ことと 経験の 浅い ことが 

残念で たまらぬ。 だから 拙者 は 思い切って 洋行して み 

ようと 思 つてい るの じ や」 

駒 井 甚三郎 がこう 言う と、 小型の 蒸気船 の 模型 を 見 

ていた 南条 が、 急に 駒 井の 面 を 見て、 

「ナ 二、 洋行？」 

と 言いました。 

「その 決心 をして しもうた I 



変って いるか わからん、 君の 土産が 江戸 幕府の ものに 

ならないで、 或いは そっくり 我々 が 頂戴す るよう にな 

るか も 知れん」 

「そんな こと は あるまい」 

駒 井 甚三郎 は 微笑して いました。 

この 二人 は 前に 言った ように、 高 島四郎 太夫の 門下 

に 学んだ 頃からの じっこんで ありました。 その 故に 地 

位 だの 勢力 だのと いう もの は 頓着な しに、 いつも 会え 

ばこうして、 友達と 同じような 話 をす るので あります _ 

「思い切りの よいのに 感心す る、 我々 は 西洋の 学問と 

技術 は ェ ライと 思う けれど、 頭まで そうする 気に はな 



いったん 尼の 姿 をして いたお 君 は、 ここへ 来て は、 

やはり 艷 やかな 髪の毛 を片 はずしに 結うて、 綸子の 着 

物 を 着て いました。 兵馬 は 刀 をと つて その 前に 坐り、 

やす 

「まだお 寝み に はな りませんでした か」 

「お前 様のお 帰り を 待って おりました」 

ごしゅう しん 

「それほどに 御 執心 ゆえ、 よいお 返事 を 聞かせて お 上 

げ 申したい が …… 」 

しお 

兵馬の 言葉が 濁って、 その 様子が 萎れる の を 見た お 

君の 面色に 不安が あります。 

あきら 

「残念ながら、 もはや、 この 御 縁 はお 諦めな さるより 

ほか は > ざらぬ」 



「それ は 拙者に も わかって いるし、 能 登 守 殿 も 御 諒解 

であるが …… 」 

「それならば、 お 言葉 をお 聞かせ 下さり ませ。 わたく 

しは賤 しい もので ござり まする けれど、 殿様のお 家に 

は 一 一 つと ない まことのお 血筋 …… そのお 血筋が おいと 

しいた めに 恥を忍んで 上りました、 殿様のお 言葉 一 つ 

によって、 わたくし はこの 場で 死にます る」 

「またしても 短気な こと を …… 」 

「いいえ、 短気な ことで はあり ませぬ、 わたくしの 小 

さ い 胸で、 考えて 考え抜いた 覚悟の 上で ござり まする _ 

殿様のお 言葉 次第によ つて、 わたくし もこの 世に はお 



「どう致しまして、 わたくしが 殿様のお 心 持 を、 よか 

ら ぬよう に 御 推量 申し上げる なぞと、 そのような こと 

があります もの か、 どうか 御 無事で 洋行 をして おいで 

あそばす ように、 蔭ながら 祈る ばかりで) J ざいます る 

この 下され 物 も その 心で 有難く 頂戴 致します る」 

ふくさ づ つ 

今まで 手に も 触れなかった 袋入りの 物と、 帛紗 包み 

の 二 品 を 手に 取って、 お 君 は 懇ろに 推しいた だき ま 

した。 

兵馬 はなお 何 か 言いたい と 思 つ たけれ ども、 何も 言 

うこと がない のに 苦しみました。 それ は 余りにお 君の 

態度が 神妙であった からであります。 余りによ く 解り 



れの 部屋へ 帰って 寝ようと した けれども、 まだなん と 

なく 心が かりであります。 

次の間の 物音に よく 心 を 澄まして いるら しか つ たが、 

何に 驚いた か 兵馬 は、 ガバと 起って 隔ての 襖 を 蹴 開 

おど 

いて、 お 君の 寝室へ 跳り 入りました。 

お 君 は 端坐して、 その 手に は、 さきほど 能 登 守から 

贈られた という 袋入りの 短刀の 鞘 を 払って いたので あ 
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お 君 は 能 登 守からの 短刀の 鞘 を 払って、 あわやと 見 

える ところでした。 兵馬 は その 手 を 押えました。 

「ここで 御身 を 殺して は、 能 登 守 殿に も 申し わけが な 



任せ 下さる か、 それが いやなら ば、 この 短刀 をお 返し 

かいしゃく 

申す 故、 この 場で 改めて 自害 をなさい、 兵馬が 介錯 を 

して 上げる、 介錯した 後に はこの 兵馬 も、 そのままで 

はおられ ませぬ」 

兵馬 はなお 手強く 言って、 お 君の 口から 誓いの 言葉 

を 聞 Y J うとす るら しくあります。 

「そのお 返事の ない うち は、 この 場 を 去り ませぬ」 

兵馬 はお 君に 向って、 あくまで その 返答 を 迫る ので 

あります。 

「宇津木 様、 わたくしに は 何もかも わから なくなり ま 

した、 お前 様の よろしき ように」 



い つたよう な 体たら くであります。 

「そんな ことが …… 」 

兵馬 は 落胆す る ほどに 呆れが 止まりませんでした。 

前に 言う 通り、 この 人の 志気 や 抱負に は 敬服す る けれ 

ど、 それ は 時代の こと や 政治の こと だけで、 男女の 問 

題に かけて は、 こんな ふうに 大ざっぱで、 且つ 低い 観 

念し か 持って いない 人 かと 思えば、 大切な 問題 を、 こ 

んな 人に 打明けた こと を悔 ゆるの 心 を さえ 起しました _ 

南条 はや はり 事 も なげに 言葉 を ついで、 こう 言い まし 

た、 

「それが いけなければ 斬って しまえ、 その 女 を 斬って 



しまう がよ い、 こう 一 H え ば 無 慈 悲 のよう だけれ ども、 

それ は 男子ら しい 処分と 言えない こと もない、 紀 州の 

よ つぎ 

殿様で、 世嗣の 生みの 母 を 手 討に してし まった 人が あ 

る、 生みの 母と いうの は 殿様のお 手 かけであった、 腹 

の 膨 しい 母 を 生かして おいて は、 他日 国家の 患が そ 

こから 起り 易い とあって、 罪 もない のに 手 討に してし 

まった。 わが 子の 母 を さえ、 家門の ために は 斬って し 

まった 殿様が ある、 それ を 思えば 君の ひっかか つてい 

る 女なん ぞ はなんで もない、 一時の 小さな 情に ひっか 

い つ さった しょう 

かってい ると 大事 を 誤る ことがある、 一 殺 多生と いう 

の は それ だ、 その 女 一 人 を 斬って しまえば、 駒 井 も ひつ 



てい るんだ」 

「そうか」 

がんりき も暫 らく 口 を噤ん でしまい ました。 ロを噤 

ん でも 二人 は、 なおせつ せと 道 を 歩いて いるので あり 
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「それじゃ あどう す るんだ」 

がんりきが、 また 駄目 を 出し はじめます。 

「どうしょ うか、 お前よ く 考えて みな」 

七 兵衛は 煮え きらない のであります。 がんりき は そ 

れを もどかしが つ て、 

「考えて みなと 言った つ て、 兄貴が その 気になら なけ 



ど、 今夜の は、 たった 一人 ほうり っぱなし にして ある 

の だから、 袋の 中の 物 を 持って来る ような もの だ」 

「まあ、 よせと 言っても よす の じゃある めえ から、 手 

前の 勝手にして みるがいい、 懲りて みるの も 薬 だ」 

「有難え」 

二人で 一緒に 仕事 をす る はずであった のが、 ここで 

一 一 つに 分れて 仕事 をす る ことになります。 

てまず 

ここで 二人の よからぬ 者が 手 害 を 分けて、 一方 は 火 

薬 製造所の 普請場の 方へ と 出かけて 行き、 一方 はまた 

扇屋を さして 出かけて 行く ことにき ま つ たらしく あり 

ま ^9 



ん りきが 忍び込んで いるら しい 物の 音 も 聞え ません。 

けれども 七兵衛 は、 この 口 を 守って、 中からの 消息 を 

待って 動かな いのは、 何 か 自信が あるら しいので あり 

ま ^9 

果して 縁側の 戸が 一枚 あけて あつたと ころから、 人 

の 頭が うごめき 出で ました。 

「出た な」 

ままえ 

と 言って 七 兵衛は 微笑みました。 

なるほど、 それ は 人影で ある。 闇の 中で も 慣れた 目 

でよ く 見れば、 中から 這い 出す ようにして 庭へ 下りる 

人 は、 小脇に 白い物 を 抱えて いる ことが わかります。 



…… ハテ」 

七兵衛 は、 また 裏の 方へ 廻って 見ました。 そこで も 

また 再び その 影 も 形 も 認める ことができ ないから、 と 

も かく も 中へ 入 つ てみ ようとす る 気にな つたら しく、 

そっと その 木戸 を 押してみ ると、 雑作な く 開いた 途端 

- J , 

「泥棒、 泥棒、 泥棒」 

泥棒、 泥棒と 騒ぎ立てられた 時分に は、 七兵衛 もが 

んり きも、 さいぜんの 権現の 稲荷の 社 前へ 来て いまし 

た。 



「まあまあ、 緖 から 引き出して 話 をす る。 そもそも 

兄貴と おれと が、 甲府 のお 城のお 天守の 天辺でした あ 

のいた ずらから 事の 筋が 引いて るんだ。 あの 時、 二人 

で 提灯 を ぶらさげて、 甲府の 町の やつら を噪 がせて、 

天狗 だと か 魔物 だと か 言わせて、 溜飲 を 下げて みた 

けれど、 憎らし いのは あの 勤番 支配の 駒 井能 登 守と い 

う 奴よ、 あいつが 鉄砲 を 向けた ばっかりに こっち は、 

すっかり 化けの皮 を剝 がれて、 二度と あの 悪戯が でき 

なくなつ たんだ。 それ も 兄貴、 あの 時に、 あの 能 登 守 

という 奴が、 打つ 気で 覘ぃ をつ けたん なら、 兄貴の 身 

みじん 

体で も、 晻らの 身： K: でも 微壅 になって 飛ぶ はずのと こ 



ろ を、 ヮ ザと 提灯 だけ を 打って 落した のが 皮肉 じ やね 

え か。 あんま リ癩 にさ わるから、 その後、 なんとか あ 

の 能 登 守に、 いたずら をし かけて 溜飲 を 下げて やらな 

くち や あ、 七兵衛 はい ざ 知らず、 がんりきの 沽券が 下 

るから と、 いろいろ 苦心 はして みたけれ ど、 どうも 兄 

貴 の 前 だが、 やっぱり あの 屋敷に は 豪勢 強い 犬が いる、 

それでう つかり 近寄れね えで いたと ころへ、 急に あの 

能 登 守が お 役替え で 江戸 詰と いう ことにな つたと 聞い 

て、 手の 中の 珠を 取られた ように 思った。 ところが 今 

夜と いう 今夜、 ほんとうに 思いがけなく、 思う存分に 

てんとうさま 

そ の 仕返しが できた こ と を 思う と、 天道様が まだ Y J ち 



を 晴らして えとい う 当の 相手 は どこに いるんだ、 甲府 

で 失策つ た 能 登 守と いう 殿様 は、 いま 江戸に も 姿が 見 

めくら かげきよ うら 

えね えの だ、 そうして 田舎芝居の 盲景清 のように、 恨 

みの 衣裳 を 引 張り 廻して みたところで、 肝腎の 頼 朝 公 

が 不足して いたん じゃあ、 芝居に もなる めえ じ やねえ 

ゝ I 

力」 

七兵衛 はこう 言つ て、 がんりき をば かにした ような 

面 をす ると、 

「ナ— 二、 あの 女が ここにい るから に は、 大将 だって 

まんざら 遠い ところに いるで も あるめえ」 

「手前 は、 まだ その 見当が つかねえ のか」 



れが 心配に なって、 心細い より は 怖ろ しさに 堪えられ 

ないよう であります。 

昨夜、 床に 就いて、 うとうとと しかけた の はかなり 

夜が 更け 渡った 時分で ありました。 その 時に、 枕許に 

人の 足音の する こと を、 確かにお 君 は 気がついて いま 

した。 

兵馬 を 待ち兼ね ている 心 持 だけで、 それに 気がつい 

たのではありません、 お 君 は 物 を 用心す る 女で ありま 

した。 こうな つてみ ると、 自分の 身が 何物より 大切に 

思われる し、 また 頼りなく も 思われて ならない のに、 

J るいち ばち 

この 女 は、 古巿 にあって、 撥 を 揚げて 旅人の 投げ 銭 を 



もた 

はよう やく 頭 を 擡げ ま し た 。 

頭 を 上げた けれども、 いつもの ように 勇猛の 威勢 あ 

るムク 犬ではありません。 二人 を 見据える 眼の 力 さえ 

ややもすれば 眠りに 落 つ るよう な 元気の ない もので あ 
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「畜生、 弱って やが る、 これなら 大丈夫だろう」 

二人の 犬 殺し は、 頭 を 上げた ムク 犬の 相好 を暫 らく 

立って 見て いたが、 一人が 棒 を 取り出して、 

「やい、 畜生、 どうした」 

と 言って、 その 棒 をムク 犬の 顋の 下へ 突き 込みました _ 

その 時に ムク犬 は、 眠そう な 眼 をジロ リと睜 つて、 二 



「いけね え、 いくら 弱りき つた 畜生 だからと 言つ て、 

だしぬけ 

突然に 棒 を 出せば 怒る の は あたりまえ だ あな、 犬 も 歩 

けば 棒に 当る というの は それ だ あな、 棒なん ぞを 出さ 

ねえで、 もっと 素直に だまして かからな けり や あ、 畜 

生 だ つ て 思うよう に はなら ねえの さ」 

犬 殺し ども は、 何 か 不得要領な ， J とをブ ッブ ヅ 言 つ 

て 立 戻って 来て、 さきに 卸して 置いた 籠 を 提げて、 ま 

たムク 犬の 傍へ 近寄り、 

さ さ ら 

「どうだろう、 まあ、 この 堅い 棒 を 節の ようにし や 

がった ぜ、 恐ろしい 歯の 力 だ、 死物 狂いと は 言いな が 

ら、 まだ こんなに 恐ろしい 歯 を 持った 畜生 を 見た こと 



はんばく 

と 反駁す る 者 も ありました。 

「それが あるから 不思議 だ、 まず 古いと ころで は、 古 

、-な ま 

事 記に ある 因幡の 白 兎の 例 を 見 給え」 

おおくに ぬしの かみ わに 

と 言って 主張す る もの は、 大国 主神が 鰐に 皮 を剝が 

れた兎 を 助けた 話から、 

「それ は 神代の ことで 何とも 保証 はで きないが、 近く 

これこれの ところで、 猫の 生皮 を剝 いで それが 歩き 出 

した、 犬を剝 いて 試して みたところが、 それ も 見事に 

歩いた という こと を、 確かな 人から 聞いた」 

というよ うな 実例 を まことしやかに 弁じ立てました。 

反駁す る 者 は、 決して そんな こと は あるべき はずの も 



% こぼ 

詰め かけて 来ました。 広間の 中 や 縁の あたりに 居 溢れ 

そそ 

て、 みんなの 眼 は 松の木の 下の 真黒い 動物に 注がれて 

います。 なかには 立って 行って、 わざわざ その 動物の 

委細 を 検分して いるもの も ありました。 

「あり や、 元の 支配の 邸に いた 犬で は ござらぬ か」 

「うむ」 

こう 言つ て ムク犬 を 評して いた もの も ありまし たけ 

れど、 元の 支配と いう こと だけ すらが、 この 席で は禁 

句で も あるかの ように、 

「うむ」 

と 言って 嚙み 殺す ように 頷いた ばかりで、 駒 井と か 



「長 太、 どうした」 

「長 吉、 放すな」 

長 太 はいよ いよ 血迷って、 嚙 まれて 倒れながら ムク 

犬の 身体 を 抱きました。 長 吉が引 摺られ ながら も緦を 

放さないで 苦しがって いるの も、 長 太が 半死半生 にな 

りつつ も、 このさい 猛犬の 身体に 嚙 りっこう とする の 

も、 もう 周章狼狽の 極であります けれど、 一 つに は 彼 

等 はこうして 身 を 以てしても、 猛犬 を 引 留めなければ 

ならない のであります。 

き. to- な 

自分た ちの 手抜かりから 猛獣の 絆 を 絶って しま つ 

たこと は、 申し わけの ない 失敗 だけれ ど、 それよりも 



胸 許 を 突き 貫かれた 槍の柄 をし かと 握リ、 

「殿様、 あんまり …… そリ や」 

と 言つ て、 あと は 言えないで 七転八倒の 苦しみで あり 
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「殿様、 そり や、 あんまりお 情けのう ございます」 

長 太の 言えない ところ を 長吉が 引取って、 眼の 色 を 

変え 犬 鎌 を 持つ て 立ち上る ところ を、 

おの 

「汝れ も！」 

と 言って、 長 太の 胸から 抜いた 槍で、 また 長 吉の胸 を 

ダサと 一 突き。 



神 尾の 下屋敷から 脱する こと を 得た ムク犬 は、 山へ 

も 逃げず、 里へ も 逃げず、 首に 鎖と 繩を引 張った まま 

ひたば し えんざん えりん じ 

只 走りに 走って、 塩 山の 恵 林 寺の 前へ 来る と、 直ぐに 

その 門 内へ 飛び込んで しまいました。 山へ も 里へ も 入 

ら なかった この 犬が、 何の 心あって 寺へ 入った か、 犬 

の 心 持 を 知る こと はでき ません。 

街道で も 門外で も 騒いだ ように、 恵 林 寺の 門 内へ こ 

の 珍客が 案内 もな く 飛び込んだ 時には、 一 山の 大衆 を 

騒がせました。 

やまいぬ 

r ソレ 狂犬 だ！」 

庭 を 掃いて いた 坊主 は、 箒 を 振り上げました。 味噌 



ひたい おおしら が 

額 に 波 を 打つ 大白 髪の 老女で ありました。 

この 老女 は、 気軽に おりおり は 一人で 外出す る こと 

も あり、 また 若い 女中 を つれて 外出す る こと も あり、 

物々 しく 乗物で 乗り出す こと も ありました。 たしかに 

武家 出の 人であって、 一見して 女丈夫と も 思われる く 

らいの 権の 高い 老女であります。 

この 老女の 家に は、 前に 言う 通り 絶えず 食客が あり 

ました。 その 食客 はまた 武士で あり、 商人 風の 者で あ 

り、 或いは 労働者ら しい 身なりの 者な ども ありました 

けれど 老女 は 来る 者 を I むこと なく、 ことごとく 自分 

の 子供で あるかの 如く、 その 広い 家 を 開放して 彼等の 



た。 しかし、 その 男女 間の 別 はかなり 厳しい もので、 

食客 連の 放言 高談に は 寛大で ある 老女 も、 それと 女中 

くろがね なんぴと 

部屋との 交渉 は 鉄 の 関 を 置いて、 何人 を も 一 歩 もこ 

の 境 を 犯す ことのない ようにして ある ことで も わかり 

ま ^9 

この 老女が 何者であろう という ことが、 ようやく 近 

所から 町内の 評判になる 前に、 その 筋の 注意 を惹 かな 

いわけに は ゆきません。 

けれども、 その 筋に おいても、 一応 内偵しての 上、 

どうした もの か 急に 手 を 引いて しま つ たらしい ようで 

あります。 



ここにお いて、 老女の 身辺に は 幾多の 臆測が 加わり 

ました。 誰い うとな く、 こんな こと を 言う ものが あり 

ま ^9 

おんきょう いんでん いえさ だ みだい どころ 

十三 代の 将軍 温 恭院殿 (家 定) の 御台 所 は、 薩 摩の 

しま づなリ あきら こしいれ 

島 津斉彬 の 娘さんであります。 お 輿 入が あってから 僅 

か 三年に 満たない うちに、 将軍が 亡くなりました。 二 

十四の 年に 後家さん になった 将軍の 御台 所が、 すな わ 

てんしょう いん 

ち 天璋院 であります。 天 璋院殿 は 島津の 息女で あつ 

たけれ ども、 近衛 家の 養女と して、 将軍家 定に 縁附ぃ 

たもの だとい うこと であります。 この 老女 は、 その 天 

璋院 殿の ために、 薩 摩から 特に 選ばれて 附 けられた 人 



るの だから、 ここへ 出入りす る 武士 ども を、 子供扱い 

にす るの は 無理の ない こと だとい うような 説 もなる ほ 

どと 聞け る。 

もう 一 つの 説 は、 こうであります。 

十三 代の 将軍が、 わずかに 三十 五 歳で 亡くなった 後 

に、 幕府で は 例の 継嗣 問題で 騒ぎました。 その 揚句に 

紀 州から 迎えられ たのが 十四 代の 将軍 昭徳院 殿 

(家 茂) であります。 この 家 茂に 降嫁され た 夫人が、 す 

なわち 和宮 であります。 和宮は 時の帝、 孝 明 天皇の 

御 妹で あらせられました。 

それが 京都と 関東との 御 仲の 御 合体の ためにと て 御 



に 一 種の 女丈夫で あるに 過ぎない。 たとえば 筑 前の 

野 村 望 東 尼と いったよ うな 質の 女で、 生来 ああした 気 

象の 下に 志士た ちの 世話 をした がり、 その 徳で諸 藩の 

内から 少なからぬ 給与 を 贈る ものが あり、 志士 もまた 

^ J の 家 を も つ ともよき 避難所と してい るに 過ぎな い と 

いう 説 も、 なるほどと 聞かれないで はありません。 

いずれにしても この 老女が ただもの でない という こ 

とと、 ただもので ないながら、 こうして 通して 行ける 

きょうき 

徳望 は 認めなければ ならない のであります。 俠気、 胆 

むし 

力、 度量、 寧ろ 女性に は あらず もがな の諸徳 を、 この 

老女 は 多分に 持って いるに は 違いありません。 



リ ま ^9 

夜な夜な 例の 櫓へ 上って は、 ひそかに 天文 を 考え、 

地の 理を 吟味して、 再挙の 計画が、 おさお さ 怠りが あ 

りませんでした。 

ぼら はち だいじん 

それと は 知らず 騮八 大尽の この 御殿の 上で、 ある 日、 

多くの 来客が ありました。 この 来客 は 決して 前の よう 

な 道 庵 を あてつけの 会で もなんでも なく、 ド チラ かと 

いえば 今までの 会合より は、 ずっと 品 もよ く、 珍ら し 

くしめ やかな 会合で ありました。 

そこへ 集まった 者 はみ な 名うての 大尽 連で、 今日は 

主人が 新たに 手に入れた 書画と 茶器との 拝見 を 兼ねて 



これ は 実に 意外の 狼藉で ありました。 せっかく 極め 

て 上品に 集まった 品評の 会が、 頭から こうして 水 を 

たと 

ぶっかけられて しまいました から、 主客の 狼狽 は譬ぅ 

るに 物がない のであります。 ズブ 濡れに なって 畳の 上 

すべ 

を、 、u つたり 泳いだり しました。 驚き は 大きい けれど 

も、 水の こと だから、 濡れる だけで 別段に 怪我 はない 

はずであった けれども、 あまりに 驚いて しまった もの 

だから、 なかには 腰 を 抜かして 畳の 上の 同じと ころ を、 

幾度 も 幾度 もヒ つたり 泳いだり している もの も ありま 

した。 水が 胸板へ 当った の を、 ほんとうに 実弾 射撃で 

胸 をう ち 抜かれた と 思って、 グン ニヤ リ してし まった 



ちに 騮 八の 方で は、 雇人た ちがそう でに なって 雨戸 を 

バタ バタと 締めき リ (なかには、 あわてて 雨戸と 雨戸 

の 間へ 首 を 挟まれる 者 もあった り)、 それで 道 庵 軍 は 

充分に 勝ち誇って 水鉄砲 を 納める ことにな りました。 

この 時の 道 庵の 勢いと いう もの は、 傍へ も 寄りつ け 

ない ほどの 勢いで ありました。 すっかり 凱旋将軍の 気 

取りに な つ てし ま つ て、 

「 謀 は密 なる を 貴ぶ と はこの こと だ、 孔明ゃ 楠 だ 

からといって、 なにも そんなに 他人が ましく する に は 

ねぎら 

及ばね え、 さあ、 ならず者、 これから 大いに 師を犒 つ 

て やる から 庭へ 下りろ」 



もと ひょうぜん 

この 最中に、 道 庵の 許へ 珍客が 一人、 飄然と して 

やって来ました。 珍客と は 誰ぞ、 宇治山 田の 米 友で あ 

リ ま ^9 

この場合に 米 友が、 道 庵 先生のと ころへ 姿 を 現わし 

たの は、 その 時 を 得た もの かどう かわかり ません。 

しかし、 訪ねて 来た もの はどう も 仕方がな いので あ 

ります。 本来なら ば、 与 八と 一緒に 訪ねて 来る 約束に 

なって いたのが、 一人で さきがけ をして 来た ものら し 

くあります。 

フ J ん にち は」 

米 友 は、 きまりが 悪そう に 先生の 前へ 坐りました。 



い 返して、 地 団駄を 踏む ので ありました。 

来 友の 頭で は、 今でもお 君 は さんざんに 能 登 守の 

もて あそ 

玩び 物に なって、 いい 気になって いるもの としか 思 

あい やま 

えない のであります。 間の 山 時代の ことなん ぞは 口に 

出す の も いやがって、 天晴れのお 部屋 様 気取りで すま 

している こと は、 思えば 思えば 業腹で たまらな いので 

あります。 

短気で はあった けれども、 曾て 僻んで はいなかった 

のろ 

米 友の 心 持が、 ようやく じりじりと 呪われて ゆく こと 

は、 来 友に とって 重大なる 不幸で あると 共に、 斯様な 

単純な 男 を f 途に 呪いの 道へ 走らせる こと は、 その 恨 



える けれど、 あれで 子供 じ やねえん だって、 家のお 母 

ァも そい つ てた よ」 

「そうだよ、 おじさん は 背が 低く つて 可愛い ところが 

とし V- ら 

ある けれど、 あれで 年 食いなん だって。 おじさん、 幾 

つなんだ い、 教えて 頂戴よ」 

「うむ」 

「またお じさんが 槍 を 持って、 ここの 番人に 来て くれ 

ると いいな ァ、 そうすると 毎日 遊びに 来られ るんだ け 

れど」 

「あたい は、 おじさんが 来たら 槍 を 教えても らおう や、 

そうして 槍の 名人に なりたい な あ」 



へ 取って返しました。 

それ はよう やくの ことに 来 友の 恩 を 思い出して、 そ 

れに お礼を言わなければ ならない こと を、 見て いた 多 

くの子 供た ちから 教えられ たから、 取って返 したので 

す。 しかし、 それらの 人た ちが 引返して 来た 時分に は、 

肝腎の 来 友 はもう 井戸の 側に はおりませんでした。 そ 

の 附近に も それらし い 人の 影 は 見えませんでした。 

そこで 今度 は それらの 人が、 あいた 口が 塞がらない 

のであります。 実に 申し わけがない と 言って、 盛んに 

愚痴 を 言ったり、 子供ら を 叱ったり してい ましたが、 

-さる 

結局、 もとこの 箱惣の 家に 留守番 を していて、 槍 を 揮 つ 



となって —— この 男なら ば、 たとえ 言い 損ねても 老女 

から 叱られ る 分量が 少な いだろうと、 総て か ら 推薦 さ 

れた 一人が、 ある 時、 老女に 向って 思い切って それ を 

尋ねて みました。 

「時に、 つかぬこと をお 聞き 申す よう だが、 あの 奥に 

ござる あの 若い 婦人 は、 あれ はいった い 主の ある 婦人 

で w J ざる か、 但し は 主 のない 婦人で) J ざる か …… 」 

額の 汗 を 拭きながら こういうと、 老女 は 果して、 厳 

めしい 面 をして 黙って その 男の 面 を 見つめて ぉリ まし 

た。 

せっかく 切り出した けれども、 こう 老女に 黙って 面 



を 見られる と、 二の句が 継ぎ 難く、 しどろ もどろ であ 

リま， ^9 

「それが どうしたと いうので ございます」 

老女 は 意地悪く 突っ込みました。 

「それが その、 僕が 一 同 を 代表して …… 」 

一同 を 代表して はよ けいな ことであります。 せっか 

く 自分が 犠牲者と して 一 同から 推薦され、 自分 もまた 

甘んじて 犠牲になる 覚悟で 切り出して おきながら、 老 

あぶ もろ 

女に 炙られて 脆く も 毒 を 吐いて しまって、 罪 を 一同へ 

塗りつ けたの は 甚だみ にくい 態度で ありました。 

「 一 同と は どなたで ございます」 



言われて、 いくらか 安心して 帰途に 就きました。 お 松 

が、 道 庵 先生の 屋敷の 門 を 出ようと すると 出会 頭に、 

「おや、 お 松 じ やない か」 

「伯母さん」 

悪い 人に 会って しまいました。 これ はお 松の ために 

は 唯一 の 伯母のお 滝で ありました。 ただ 一 人の 現在の 

伯母であった けれども、 決してお 松の ためになる 伯母 

ではありません。 前に も ためになら なかった ように、 

これから とても ためにな りそうな 伯母で ない こと は、 

その 身なり を 見ても、 面つ きを 見ても わかる ので あり 

ま ^9 



町に いるよ、 ここから は 一足 だよ、 わたし も此 ^ の 先 

生へ 用が あって 来た けれど、 お前に 会って みれば 御用 

済み だよ、 さあ 一緒に 帰りましょう、 いろいろ その後 

は 混入った 事情 も あるんだ から、 さあ 帰りましょう」 

伯母のお 滝 は、 もう 自分が 先に 引返して、 お 松を自 

分の 家へ 連れて行こうと いうので あります。 その 言葉 

つきから 言っても、 素 振から 言っても、 以前より はま 

た 落ちて しまった ように 見える ことが、 お 松に は 浅 ま 

しくて 堪 りません。 

「せ つ かくで ございます けれど 伯母 様、 今日は 急ぎの 

用事が ございま すから、 明日に も、 きっと 改めてお 邪 
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